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哺乳回ポットを活用した和牛子牛の哺育
畜産研究所飼養技術研究室

生産性向上研究グループ

近年、哺乳ロボットに関する話題が多く聞かれます。その原理はきわめてシンプル

で子牛が装置に入ると、すぐに代用乳とお湯を混合して乳を作り、それを子牛が自由

に飲むことが出来ます。また、個体毎に哺乳量と哺乳回数を自由に設定できます。

哺乳ロボットを用いることで、①哺乳回数を増やすことにより、下痢を起こすこと

なく子牛がたくさん乳を飲める。②乳を調製する時間が少なく、労力の削減になる。

③一度に多数の子牛を飼養・管理でき

る。などのメリットがあります。この

ことから、現在、県下では酪農家6戸

と肉用牛農家8戸の計14戸に20台

の哺乳ロボットが導入されています。

当研究所も、平成22年度に哺乳ロ

ボットを導入し、和牛子牛で活用方法

を検討したので、その概要をお知らせ

します。

試験方法

(1)試験牛

和牛子牛雄・雌各8頭を2区に分け、14日齢から90日齢まで供しました。

(2)試験区分

従来の強化哺乳に準じ1日最大乳5Lを哺乳する5L区、また、さらに強化し1日

最大乳8Lを哺乳する8L区の2区としました。今回の乳1しとは、1しのお湯に200

gの代用乳(CP28%、TDMO3%)を溶いたものです。

(3)哺乳プログラム

哺乳時間は朝8時～夜O時の16時図1.代用乳の哺乳量推移

間で、哺乳間隔を2時間とし、その問5

の最大哺乳量を2しとしました。芭1
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せん。

また、同時に人工乳(CP18%、TDN73%)は自由採食にしました。

結果

(1)飼料の摂取量

代用乳の期間中の給与量は、5L区では原物で最大72.2kg、8L区で110.6kgに設

定しました。その平均摂取量は、5L区では雄67.25kg(摂取量/給与量の比率93.2%)、

雌69.35kg(96.0%)、また、8L区では、雄103.Okg(93.1%)、雌92.83kg(83.9%)で

した。哺乳量の増加に伴い、摂取量もかなり増加していました。また、人工乳の摂取

量は、群飼のため雌雄の一括になりますが、

5L区で48.6kg、8L区で33.9kgと、哺乳表1.飼料の摂取状況一量が増えると人工乳の摂取量が減っていま

した。

従来の強化哺乳は、総TDN摂取量が雄
雄

12LOkg・雌116・6kgです・それに対し・5L5L区雌

区では人工乳の摂取量が少なくTDN摂取率'庭

では、雄90.4%、雌95.9%と不足していまし8L区雌

た。一方、8L区は哺乳量が多いことから十従来の群雄

分充足していました。強化哺乳雌

代用乳米

摂取量

67、3〔9ヨ、2)
69,4196、1)

103.0193.1}

92、8183.91
72.2

人工乳

摂取量

TDN量

〔充足率)

(2)発育状況*1〔)内は給与量に対する摂取量の比率』』:給与言酒量

5L区では、雄で発育状況が悪くなっていました。これは、飼料の摂取量が少ない

ことが原因です。

8L区では、DGが雌0.79、雄LO2と雄で
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良好でした。雄は5L区に比べ、DG・胸囲・

体高で大きくなっていましたが、雌では5L

区、8L区ともに大きな差はありませんでし

た。

(3)作業時間

試験中の作業時間を積算しました。疾病の

治療等のない場合は、哺乳ロボットのデータ

確認3分/日、代用乳準備10分/週、人工乳

給餌3分/日、牛床清掃10分/日、ウォータ

カップ掃除1分/日、哺乳器具洗浄120分/月が

かかりました。これらの作業を併せると、1日

あたり23分程度の作業時間となり、毎日朝夕

の手やり哺乳と比べ、かなりの省力化になりま

す。
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図2.発育状況(平均DG)
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まとめ

哺乳期の発育状況は、その後の発育に大きく影響があると言われています。そのた

め出来るだけ多くの栄養を摂取し、良好な発育をすることが重要です。少数頭数の場

合、1日3～4回の手やり哺乳も可能ですが、多頭数になると、非常に難しくなりま

す。

今回の哺乳ロボットによる飼養では、5L区では必要な摂取量が若干不足していま

したが、8L区は充足し、良好な発育をしていました。8L区のように代用乳の摂取

量が増えると、人工乳が減少しますが、総摂取量では増えていました。子牛にとって

代用乳から十分な栄養を摂取することは効率的と考えられます。

従って、哺乳ロボットを用いる場合、危険率や個体差を考慮しても、代用乳を最大

8L哺乳させる今回の8L区の給与法が適すると言えます。また、哺乳量を8しに設

定しても実際子牛は必要とする量しか受乳しませんので、乳は無駄になりません。

最後に、哺乳ロボットを用いた飼育では、一度に多数の子牛を管理ができますが、群

で飼育しているため、下痢等の疾病が発生すると直ぐに全体に広がるので、注意する

必要があります。


